
（別紙３）

～ R8年　２月　２８日

（対象者数） ３１人 （回答者数） ２４人

～ R8年　３月　１０日

（対象者数） ７人 （回答者数） ７人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・様々な遊びを導入するため、職員を外部

研修等に参加させ質の向上に努める。

2
・多くの送迎希望にお応え出来る様、急な変

更等での空きが出た時には、引き続き柔軟な対応を心がける

3 発達に合わせた玩具や支援用具の充実を図る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・つむぎ園での取り組みの発信に努め、興味を

持ってもらえるようにしていく。

2

3

外部との関わり

・他事業所、幼稚園、保育所、医療機

関等との連携を図りたいと思いますが、相手側の事情もあり非

常に難しい

送迎サービス
安全な運行ができるように、定期的に安全自己チェックを継続

して行ている

十分な療育スペースと発達に合わせた玩具、支援用具の充実
活動内容に合わせて支援室を使い分けている。運動療育で活用

できる用具をそろえている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
　R8年　３月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

多様な活動を取り入れている

多くの経験を体験する方針のもと、

戸外活動、制作活動、感触遊び、

運動活動等を取り入れている。

・経験豊富な支援員、保育士が子供たちの発達状

況を把握し、発達に即したプログラム作成、実施

○事業所名 つむぎ園　ふなばし

○保護者評価実施期間
R8年　２月　１６日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年　３月　１日

事業所における自己評価総括表公表


